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カナダでバイオマス巡り対立

カナダ西部のブリティッシュコロンビア州には樹齢数百年の森が点在する。森林が、気候変動対策を巡って意見を異

にする2つの勢力の対立の場と化している。2つの勢力とは、森林資源をグリーン電力に利用したいバイオマス発電業

界の関係者、二酸化炭素（CO2）の吸収源として森林の保護を訴える人々だ。

科学者や環境活動家は、生物多様性に富み炭素の貯蔵庫の役割がある老齢林を特に保護することを求め、州政府への

圧力を強める。一方、気候変動に対する懸念が、カーボンニュートラル（炭素中立）燃料とされる木質ペレットを生

産する同州のバイオマス産業の成長を促す面もある。

同州では古木由来の木材の一部がペレットにかたちを変える。合法的とはいえ、環境活動家は持続可能な慣行ではな

いとみている。ペレットは化石燃料の信頼できる代替品だとする、バイオマス燃料擁護派の主張は、根拠に乏しいと

いうのが反対派の主張だ。

ペレット生産者の間では、州政府が伐採可能な古い樹木の量を抑えるため、伐採割当量の規制を強化する可能性があ

ると懸念する声もある。公式統計によると、同州で毎年伐採される森林の約4分の1は「老齢樹」に分類される。

同州のペレット産業は、製紙などの関連事業が縮小するなか、2000年代初頭から急成長を遂げている。石炭火力発電

所から、バイオマス発電所への転換を目指す企業の投資を引き寄せる。ペレット工場は通常、周辺地域から木材を調

達する。ペレット生産各社は、調達する大部分は他の目的で伐採された木の端材や残材だと主張している。

米銀大手シティグループのアナリストは21年12月のリポートで、「基本的にバイオマスを持続可能なエネルギー源と

はみなしていない」とした。木質のペレットを環境に優しい燃料として扱うことに対する懸念を表明する。

地域の先住民族であるタールタン族の一員で、州政府が委託した審査の報告書を主に執筆した森林学者のギャリー・

メルケル氏は、生産各社が廃棄物を最小限に抑えても生態系は枯渇すると主張する。「自然界には廃棄物はない」と

いうのが同氏の見解だ。

（カミラ・ホジソン）
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23年の米原油生産、過去最高に　EIA見通し

米エネルギー情報局（EIA）は11日、2023年の原油生産量が22年比5%増の日量1240万バレルとなり、こ

れまでの年間平均で過去最高だった19年（同1230万バレル）を上回るとの見通しを公表した。

21年の原油相場は1バレル80ドル台まで上昇する局面もあったが、米国内の増産ペースは鈍く、同年の生

産量は日量1120万バレルにとどまった。EIAは22年も日量1180万バレルにとどまるとみている。

2010年代は原油価格が上昇すると開発業者がシェールオイルをすぐに増産していたが、機関投資家からは

生産能力の増強よりも配当を求める声が強くなり、増産ペースが鈍い。

液化天然ガス（LNG）輸出は21年、20年比5割増の日量98億立方フィート（年約7150万トン）だった。22

年は日量115億立方フィート（同8400万トン）、23年は121億立方フィート（同8830万トン）になるとみて

いる。

電源構成では、ガス火力発電の割合は21年に37%だったが、再生可能エネルギーの拡大を受けて23年は

34%に低下するとみている。石炭火力は21年に23%だったが、23年は22%に減る。
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タイ石化大手インドラマ、ベトナム企業買収へ

タイの石油化学大手インドラマ・ベンチャーズは、ベトナムのプラスチック包装会社を買収すると発表

した。TOB（株式公開買い付け）を実施し、2022年前半にも買収を完了する方針だ。買収額は最大30億

8500万バーツ（約105億円）になる見通し。アジアの生産拠点を拡大し、膨らむ需要を取り込む。

買収するのはハノイの未上場株取引市場（UPCoM）に登録するベトナムのゴック・ギア・インダスト

リー・サービス・トレーディング。ベトナムに合計4カ所の製造拠点を構え、同国のペットボトルの約3分

の1を生産しているという。

インドラマのディリップ・クマール・アガルワル最高経営責任者（CEO）は「ベトナムのポリエチレンテ

レフタレート（PET）包装市場は消費の成長と生活水準の向上で、継続的な成長が予想されている」と強

調した。今回の買収が「インドラマの主力であるPET部門の成長を促進する」と説明した。

インドラマはPET世界最大手の石油化学メーカー。足元ではアジアやアフリカなど、需要増が続く成長市

場でのシェア拡大を目指している。
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